
産業界のニーズをキャッチして、研究・技術開発・人材育成をサポートする機関

2023.7.31
VOL.19配信VOL.26配信

中部TLOより

「炭素循環で未来を
創る︕オープンイノ
ベーションのための異
分野交流会」 を開催
しました

日時/ 5月16日(火)12:30-
17:00
場所/ 名古屋大学VBL棟
3Fベンチャーホール
参加者数/ 88名

[招待講演]
1. カーボンニュートラルの実現
に向けて  土屋 博義氏(中部
経済産業局)
2. デンソーのカーボンニュートラ
ルに向けた取組み  森本 洋平
氏(株式会社デンソー)
3. カーボンリサイクルに資する
バイオテクノロジー技術  中島
田 豊氏(広島大学)
4. 分離膜を起点とする新しい
未来社会の実現に向けて  藤
川 茂紀教授(九州大学)

[ショートPR講演  6件]

[大学のポスターシーズ展示]
愛知県立大学 ICTテクノポリ
ス研究所/愛知工業大学/岡
山大学/岐阜大学/中部大学
/名古屋市立大学/奈良先端
科学技術大学院大学/名城
大学/広島大学・九州大学・
名古屋産業科学研究所

[会員企業・スタートアップ展
示]
(株)朝日ラバー/アトー(株)/ア
ンヴァール(株)/中部焼結販売
(株)/(株)U-MAP/(株)レブ
セル/(株)LAcubed

中部TLOと一般社団法人カーボンリサイクルファンド(東京都)は、「炭素循環で未来を創
る︕ オープンイノベーションのための異分野交流」 と題したリアル交流会を開催しました。

 各領域のトップランナーによる招待講演、大学産学連携部門が推薦する大学発シーズ、スタートアップ・企業からの新技術・製品、研究助成やファンド、オープンイノベーションを目指す
プラットフォームなど、全26企画で開催し、TLO会員企業様へも呼びかけました。

 この趣旨は研究・事業のアイデア発掘、資金調達の情報収集・相談、異業種参加者とのネットワーキングなど、総合知を活用して未来に向けた炭素循環社会実現に向けた支援活
動です。

↓講演中の九州大:藤川教授↓講演会場での一コマ

↓展示会場にて講演をリアル配信中 ↓展示ブース一例

↓展示会場
2023年04月28日

公益財団法人 名古屋産業科学研究所 中部TLO
一般社団法人カーボンリサイクルファンド

報道関係者各位
プレスリリース

名古屋5/16開催「炭素循環で未来を創る︕
オープンイノベーションのための異分野交流」参加者募集開始

公益財団法人名古屋産業科学研究所・中部TLO (名古屋市)と一般社団法人カーボンリサイク
ルファンド(東京都)は、「炭素循環で未来を創る︕ オープンイノベーションのための異分野
交流」と題したリアル交流会を開催します。各領域のトップランナーによる招待講演、大学
産学連携部門が推薦する大学発シーズ、スタートアップ・企業からの新技術・製品、研究助
成やファンド、オープンイノベーションを目指すプラットフォームなど、全26企画で皆様の
ご来場をお待ちしています。
また、研究・事業のアイデア発掘、資金調達の情報収集・相談、異業種参加者とのネットワ
ーキングなど、総合知を活用して未来に向けた炭素循環社会を実現したい方々の参加募集を
2023年4月28日(金)から開始、5月15日(月)まで実施しております。(定員になり次第締め
切りとさせていただきます)
■イベント概要︓
開催日時　　　　　　　 ︓ 2023年5月16日(火)12:30-17:00(12:00～受付開始)
開催場所　　　　　　　 ︓ VBL棟3Fベンチャーホール
　　　　　　　　　　　　　(名古屋市千種区不老町名古屋大学内)
アクセス　　　　　　　 ︓ 名城線・名港線「名古屋大学」駅　徒歩3分
参加費　　　　　　　　 ︓ 無料
対象　　　　　　　　　 ︓ 研究者、起業家、企業・銀行・行政・
　　　　　　　　　　　　　自治体関係者、学生等
定員　　　　　　　　　 ︓ ～150名
主催代表　　　　　　　 ︓ 名古屋産業科学研究所・中部TLO
申込方法　　　　　　　 ︓ Peatixイベントページ上よりオンライン受付のみ(下記リンク)
詳細URL(参加申込サイト)︓ https://carboncycle.peatix.com/



中部TLOより

第16回「 愛知工業大
学プロジェクト共同研
究シンポジウム 」 を共
催にて開催しました

日時/ 6月29日（木） 
9:30～15:00

 6月30日（金）  
13:00～15:25

開催方法/ 愛知工業大学
総合技術研究所
視聴覚室

主催/ 愛知工業大学総合技
術研究所
協賛/ 大垣共立銀行、豊田
信用金庫、名古屋銀行

参加者数    累計58名

G7広島サミットに出展
しました

G7広島サミットにて「化石燃
料を使用しない農業用の二酸
化炭素施用に関する新技術」
を出展しました

中部TLOと双日イノ
ベーション・テクノロジー
研究所（SIIT）は、
アカデミア研究成果を
活用した新産業創出に
向けた連携協定を締
結しました

6月15日付でプレス発表しまし
た

詳細はこちら

h�ps://www.ait.ac.jp/news/detail/0007148.html

●プログラム
   両日冒頭挨拶  本学産学官連携の概要および進め方について

           総合技術研究所 所長   鈴置 保雄 教授 （当財団理事）
初日 9︓30～   プログラムに従い成果報告発表
2日目 13︓00～         同上

↓挨拶中の鈴置研究所長 ↓会場での発表一コマ

●中部TLOは、現在国立大学法人広島大学、国立大学法人九州大学と共に開発・実
用化を進めている「農業用の二酸化炭素施用技術」を、去る5月に開催されたG7広島サミッ
トの国際メディアセンター広報展示ブースで、ミニチュア模型によるデモと、動画等による紹介
展示をしました。 

プレス発表記事から抜粋紹介 

詳細はこちら

https://www.nisri.jp/ctlo/topic
s/topics-detail.html?id=99



研究部より

「第44回産業科学
フォーラム」 を開催し
ました

当財団の知見交流事業として、
「第44回産業科学フォーラム」
を開催しました。

日時/
7月14日(金）
14︓00～15︓25

講演場所/
 名古屋大学VBL棟4階
セミナー室およびオンライン方式

プログラム/
・ 挨拶 （14:00～14:05）

主催者
   ・講演 （14:05～15:25） 

 浅野秀文 上席研究員
（名古屋大学名誉教授）

  ＜ タイトル＞
「多元系化合物薄膜を用いた
巨大磁気伝導性の開拓 」

参加者/ 24名
        うちオンライン参加 15名

2022年度（R4）
「研究年報」を発刊し
ました
当財団の研究事業は、毎年
度初に前年度の研究活動を
総括して当財団WEBサイトで
公開しています

是非ご閲覧ください

概要/

 自己紹介の中で、最初に勤務したNTT電気通信研究所での超伝導薄膜・デバイスの研究とその研
究の歴史が紹介された。多元系化合物薄膜は、複数の遷移金属、希土類金属を含むことから電子
状態や交換相互作用を自在に制御できるため、特異な電子・磁気（スピン）構造に由来する量子
物性・効果を発現する特徴を有している。Nb系超伝導薄膜・デバイスとしてのジョセフソン素子の開
発に続き、EuBa2Cu3Ox薄膜を用いた高温超伝導高周波デバイスの研究が紹介された。高温超伝
導の発見は、超伝導応用の可能性を広げ、結晶成長などの材料作製手段や物性の評価法に技術
革新をもたらしているが、名古屋大学への移籍を機に、磁性を中心とする電子物性の研究に移られ
た。
超伝導の研究も磁性の研究も、エピタキシャル（単結晶）薄膜の作製・物性評価の手法は同じで、
特に層状構造物質ではその結晶構造、物性機能のメカニズムは類似していることが紹介された。ペロ
ブスカイト型構造のMn酸化物磁性体薄膜の研究では、層状構造に由来する二次元性が磁性や磁
気抵抗効果に及ぼす影響が紹介され、バルクでは見られない低磁場でのスピントンネル効果が観測
されている。
次に強磁性体が主役となっている巨大磁気抵抗効果、超巨大磁気抵抗効果、トンネル磁気抵抗
効果など、スピントロニクス研究の発展の歴史について紹介され、逆ペロブスカイト型構造Mn3GaN薄
膜において異常ホール効果を磁化検出（読み出し）に用いて、電流誘起磁化反転についての実験
結果と、特にメモリーデバイス応用における磁化書き込みのための省電力化技術としての可能性が示
された。
最後に磁気スキルミオン（磁気渦）について、キラル強磁性Fe2-xPdxMo3Nおよびキラル反強磁性
Co2-xPdxMo3Nの薄膜成長と構造、その観測手法などが示された。強磁性スキルミオンではスキルミ
オン密度に比例するトポロジカルホール効果を発現するが、反強磁性スキルミオンでは、トポロジカル
ホール効果は消失することが示された。
トンネル磁気抵抗効果、磁気スキルミオン、並びに最近話題となっているペロブスカイト太陽電池など
について、参加者と講師の間で活発な討論が行われた。

↓講演中の浅野上席研究員 ↓会場での討論シーン

詳細はこちら

当該ページの
目次抜粋→

http://www.nisri.jp/dor/report/2022/index.html



CHCより

財団事務局より

2023年度
「あいち環境塾」
を開講しました

第1日/ 6月3日（土）
（開講式含む）

会場/名古屋商工会議所ビ
ル内2会議室

塾生/ 基礎 24名
 中級 2名
 アドバンスト 2名

主催/ 愛知県、当財団

本年度も開講式を皮切り
に、11月の修了式まで延べ
13回に渡る塾活動を開始
しました。

2023年度通常理事
会を開催しました
日時/
 6月7日(水）
15︓00～16︓30

場所/
 名古屋商工会議所ビル会議室

2023年度定時評議
員会を開催しました

日時/
6月27日(火）
10︓00～11︓30

場所/
 名古屋商工会議所ビル会議室

↓開講式での佐々木塾長挨拶
（愛知県副知事） ↓初回の九里先生のファシリテーション講義

↓基礎コースのオリエンテーションシーン ↓中級コースの講義シーン

<詳細な活動レポートの公開をしています>
本年度も毎回の塾活動を、当財団WEBとfacebookのあいち環境塾サイトで「活動レポー
ト」と題し、塾生コメントと写真でご紹介しています。

詳細はこちら

↓議長︓内藤理事長（中央）

今回は会場とオンライン併用して開催。
出席理事11名（理事長、専務理事、常務理事含む）と、監事2名にて令和4年度の事
業報告並びに財務諸表等を審議され、これを了承されました。

今回は理事会同様に会場とオンライン併用にて開催。
出席評議員 7名と、理事長・専務理事・常務理事及び監事2名にて、令和4年度の事業
報告並びに財務諸表等を審議され、これを了承されました。

議長︓名商の内田専務理事 (右）↓

https://www.nisri.jp/chc/gathering.html


